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　 川根本町農林業セン タ ーで「 令和６ 年度 川根本町茶

品評会」 が開催さ れ、 手摘みの部６ 点、 機械摘みの部６

点が出品さ れま し た。

　 審査員には静岡県志太榛原農林事務所やＪ Ａ 静岡経済

連等から 専門家４ 名を 招き 「 外観・ 香気・ 水色・ 滋味」

の項目について厳正な審査が行われま し た。

　 審査長を務めた農研機構金谷茶業研究拠点の水
み ず

上
か み

裕
ゆ う

造
ぞ う

上級研究員は、「 今年も 香り が強く 形状が均一、 色にも

ツ ヤがあ り 濃緑で川根茶ら し い出品茶が揃っ ていま し

た」 と 話し ま し た。

　 結果は、 手摘みの部では「 相藤農園 相藤直紀」 さ ん

が、 機械摘みの部では「 丹野園 丹野浩之」 さ んが優等

に輝き ま し た。

各茶園の良質な茶葉が集結
川根本町茶品評会が開催されました

審査基準に基づき、 一点ずつ丁寧に品質を確
認する審査員の皆さん
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エコ ティ 日記エコ ティ 日記 町の自然資源を活かした地域観光事業に取り組む一般社団法人エコティ か
わね。 今回はヤマセミ 生息状況一斉調査の報告をさせていただきます。

南アルプスユネスコエコパーク南アルプスユネスコエコパーク

10周年に向けて（ ３ ）10周年に向けて（ ３ ） 　 川根本町に町の鳥、「 ヤマセミ 」 は生息し ている のか。

６ 月９ 日（ 日） に「 ヤマセミ 生息状況一斉調査」 を 行

い、 その答えは「 いる 」 と 断定でき たこ と を報告さ せて

いただき ま す。 １ 地点でペアでいる と こ ろを確認。 １ 地

点で１ 羽以上の鳴き 声を確認、 その他にも 「 それら し い

姿を見た」 と いう 情報を頼り に、 今回の調査だけでも ６

羽はいる のでは？と メ ンバーで話をし ていま す。

　 現在、 ヤマセミ は子育てに奮闘中。 警戒心がと り わけ

高いヤマセミ は、 子育てが終わる ま では、 人が近づく こ

と で雛を放棄し てし ま う 例も ある そう です。 ヤマセミ は

ど こ にいたのか、 と いう 詳細の報告については、 子育て

が終わっ て一息ついたと き 、 ま た今年の終わり ごろ に、

お伝えでき ればと 思っていま す。

　 今回の調査は初めて行ったも ので、 ど れく ら いの方が

興味を持って下さ る のか、 参加し ていただける のか、 始

める 前はと ても 不安でし た。 し かし ながら 、 当日は109

名（ その内77名が町内、 32名が町外） の方にご 参加い

ただき ま し た。 年齢でいう と ０ 歳から 90歳ま で。 高い

関心を持っていただいたこ と に感謝いたし ま す。 特に昔

から 大井川を見てき た地元の皆さ んには、 昔の大井川の

様子のお話を各地点でし ていただき 、 参加者の方はと て

も 興味深く 聞いていら っし ゃいま し た。 大井川に関心を

持つこ と 、 こ れこ そが、 将来ヤマセミ が川根の各地で見

ら れる 未来の、 第一歩だと 思いま す。

ヤマセミ 生息状況一斉調査（ 千頭地区）

ヤマセミ 生息状況一斉調査（ 田野口地区）

こ こ にも 、 一つの物語。
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６ /1 8地域に親しまれる音頭を目指して
地域の人と輪になって自分たちで作った「 川根本町音頭」を踊り ました

　 光の森学園の７ 年生が、 総合的学習の授業で「 川根本

町音頭」 の踊り を地域の方々に教えました。

　 川根本町音頭は、 昨年度、 本川根小学校の６ 年生が

「 町を元気にしたい、 地域の人を笑顔にし たい」 と いう

思いで制作した作品です。 作詞・ 作曲・ 振付は児童によ

るもので、 歌詞には、 特産品、 観光資源、 町民の人柄な

ど、 本町の良さ が盛り 込まれています。

　 集まった約20名の地域の人に７ 年生がていねいに振

付を教え、 １ 年生も踊り の輪に加わり ました。

　 今回の授業は地域の人の要望によ り 実現し たも ので

す。 参加者の一人は「 昨年12月の本小フェスティ バル

での踊り に参加し て、 子ども たちの思いに感動し まし

た。 地域に戻って踊り を広めたいです」 と 話しました。

光の森学園の体育館で地域の人と 一緒に

「 川根本町音頭」を踊る児童

７ /２「 まちたんけん」で地域の役割を考える
三ツ星学園２ 年生の児童が社会見学を行いました

　 三ツ星学園２ 年生の児童10名が、 生活科の授業

で役場を見学しました。

　 地域の商店や役場を見学するこ と で、 自分たちの

生活は誰がどのよう に支えているのかと いう こ と に

ついて、 そのヒ ミ ツや、 町の人の役割を考えるこ と

を目的に実施されました。

　 こ の日、 議場や山村開発センターを見学した児童

らは、 持参したタブレッ ト で思い思いの印象に残っ

た場面を写真に撮ったり 、 管理人さ んに質問し、 メ

モを取ったり するなど記録をしていました。 参加し

た児童から は「 本が9600冊も あってびっく り し ま

し た！」「 赤ちゃんが生まれて名前を届ける と 初め

て知り ました」 などの感想が聞かれました。
山村開発センター図書室を見学する児童

７ /１フレイル予防について学ぶ
聖隷クリスト ファー大学の看護学生が地域看護実習を行いました

発表を行う 聖隷クリスト ファー大学の学生３

名と地域住民の皆さん

　 聖隷ク リ スト ファ ー大学の看護学部４ 年生３ 名が、 町

内で月４ 回行われているケアラーズカフェに参加しまし

た。

　 瀬平集落センタ ーに集まった約30名の参加者を対象

に「 運動習慣を身につけよ う ！～フレイ ルって何？～」

をテーマと した健康講座を行い、 学生考案の「 フレイル

予防体操」 を一緒に行いました。

　 講座を終えた学生は、「 地域の方が、 質問にあたたか

く 答えてく れたので安心し て発表できまし た」 と 話し 、

参加者から は「 簡単な体操なので家でも 手軽にできる 。

学生から若々し く 元気なエネルギーをも らいました」 と

感想が聞かれました。
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